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第16期（2021年3月期）
決算説明資料



当社グループの当期の連結業績は、営業収益 1,963億円（前年同期比▲1,738億円）、

営業利益 7億円（前年同期比▲8億円）、経常利益 11億円（前年同期比▲10億円）、

親会社株主に帰属する当期純利益は 73百万円（前年同期比▲12億円）となりました。

事業別の業績等の概要は、次のとおりです。

◆料金収入は1,601億円（前年同期比10.1％減）
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響等により
前期を下回りました。

◆道路資産完成高は225億円 （前年同期比87.6％減）
※前期は６号大和川線（鉄砲～三宅西）開通の影響等
により、多額の完成高が計上されていたため、
当期は大幅に減少しております。

◆道路資産賃借料は1,200億円（前年同期比12.7％減）
※料金収入の減少に伴い、高速道路機構との協定に基づく
計画額1,390億円から189億円減額されております。

◆管理費用は412億円（前年同期比1.3％増）

◆この結果、
営業収益は1,832億円（前年同期比49.0％減）
営業費用は1,838億円（前年同期比48.8％減）
営業損失は6億円（前年同期は営業利益4億円）
となりました。

高速道路事業

◆国や地方公共団体等の委託に基づく道路の新設等の
事業を受託したことにより、
営業収益は75億円（前年同期比30.8％増）
営業費用は75億円（前年同期比33.8％増）

◆この結果、営業利益は35百万円
（前年同期比77.4％減）となりました。

受託事業

◆休憩施設の運営、駐車場施設の運営、道路マネジメント事業、
事業者支援コンサルティング事業等を展開したことにより、
営業収益は57億円（前年同期比15.1％増）
営業費用は44億円（前年同期比10.1％増）

◆この結果、営業利益は12億円
（前年同期比36.7％増）となりました。

その他の事業
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当期連結決算の概要



　料金収入 1,601 1,781 ▲ 179

　道路資産完成高 (注) 225 1,808 ▲ 1,583

　その他売上 5 6 ▲ 0

1,832 3,597 ▲ 1,764

　道路資産賃借料 1,200 1,375 ▲ 174

　道路資産完成原価 (注) 225 1,808 ▲ 1,583

　管理費用 412 407 ＋5

1,838 3,592 ▲ 1,753

▲ 6 4 ▲ 10

増減

高速道路事業　営業利益

区　　　　　分 2020年3月期

営
業
収
益

営
業
費
用

2021年3月期
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高速道路事業

主な増減内容

●営業収益
・通行台数は、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響等により、前年同期比9.9％減の
一日当たり約64.0万台

・料金収入は、前年同期比179億円減の1,601億円

・道路資産完成高は、前期に６号大和川線
（鉄砲～三宅西）開通の影響等に伴い、
多額の完成高が計上されていたこと等により、
前年同期比1,583億円減の225億円

●営業費用
・道路資産賃借料は、協定に基づく減算（※）

により前年同期比174億円減の1,200億円

※料金収入の実績が計画収入の一定割合を超えて
変動した際には、高速道路機構・会社間の協定に
基づき、一定割合を超える部分については会社から
高速道路機構に支払う道路資産賃借料が加減算
されることとなっています。

・管理費用は、前年同期比5億円増の412億円

単位：億円〔単位未満切捨て〕

（注）道路資産完成高とは、完成した道路資産の高速道路機構への引渡額をいい、
道路資産完成原価とは、当該道路資産の建設に要した費用をいいます。



　営業収益 75 57 ＋17

　営業費用 75 56 ＋19

　営業利益 0 1 ▲ 1

　営業収益 57 50 ＋7

　営業費用 44 40 ＋4

　営業利益 12 9 ＋3

13 11 ＋2関連事業　営業利益

区　　　　　分 2021年3月期 2020年3月期 増減

受
託
事
業

そ
の
他
の
事
業

●受託事業
大阪市道高速道路淀川左岸線に係る
工事出来高の増等により、
営業収益は
前年同期比17億円増の75億円、
営業費用は
前年同期比19億円増の75億円となり、
営業利益は35百万円
（前年同期比1億円の減）

主な増減内容

●その他の事業
休憩施設の運営、駐車場施設の運営、
道路マネジメント事業、事業者支援コン
サルティング事業等を展開したことにより、
営業収益は
前年同期比7億円増の57億円、
営業費用は
前年同期比4億円増の44億円となり、
営業利益は12億円
（前年同期比3億円の増）

単位：億円〔単位未満切捨て〕
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関連事業
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当期連結財務諸表の概要

2021年3月期 2020年3月期 増減 2021年3月期 2020年3月期 増減

2,292 2,279 +13 営業収益 1,963 3,702 ▲ 1,738

流動資産 1,755 1,737 +18 営業費用 1,956 3,686 ▲ 1,730

（うち仕掛道路資産） 407 257 +150 　営業利益 7 15 ▲ 8

固定資産 536 541 ▲ 4 営業外収益 4 5 ▲ 1

1,749 1,743 +6 営業外費用 0 0 +0

流動負債 450 691 ▲ 241 　経常利益 11 21 ▲ 10

固定負債 1,299 1,051 +247 特別利益 0 0 ▲ 0

543 536 +7 特別損失 2 1 +0

株主資本 563 562 +0 8 19 ▲ 11

　 資本金 100 100 - 7 6 +1

　 資本剰余金 105 105 - 0 13 ▲ 12

　 利益剰余金 357 357 +0

▲ 20 ▲ 26 +6その他の包括利益累計額

　税金等調整前当期純利益

法人税等

　親会社株主に帰属する
　当期純利益

総負債

純資産

総資産

単位：億円〔単位未満切捨て〕

連結損益計算書連結貸借対照表

区　　　　　分区　　　　　分



単位：億円〔単位未満切捨て〕 

2022年3月期 2021年3月期
見通し 実績

3,144 1,832 ＋1,311

　料金収入 1,708 1,601 ＋107

　道路資産完成高 1,434 225 ＋1,209

　その他売上 0 5 ▲ 5

129 133 ▲ 3

3,273 1,963 ＋1,310

3,134 1,838 ＋1,296

　道路資産賃借料 1,242 1,200 ＋41

　道路資産完成原価 1,434 225 ＋1,209

　管理費用 457 412 ＋44

122 120 ＋2

3,257 1,956 ＋1,300

9 ▲ 6 ＋15

7 13 ▲ 5

16 7 ＋9

11 11 ＋0

11 8 ＋3

4 7 ▲ 2

6 0 ＋6

関連事業

　経　常　利　益

　親会社株主に帰属する当期純利益

営
業
費
用

高速道路事業

関連事業

高速道路事業営
業
利
益

　税金等調整前当期純利益

　法　人　税　等

区　　　　　分 増減

営
業
収
益

高速道路事業

関連事業

連結業績の見通し

親会社株主に帰属する当期純利益は、
親会社の利益1億円に連結子会社の
利益等5億円を加えた6億円となる
見通しです。

なお、連結業績の見通しのうち、
親会社の見通し額は国土交通大臣から
認可を受けた令和3年度（2021年度）
事業計画に基づいています。

（注）2022年3月期の業績見通しには、
不確定な要因を含んでおり、将来の
業績等を保証するものではありません。
実際の業績等については、様々な
要因により変化するものであることを
ご承知おき下さい。
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2022年3月期 連結業績の見通し



単位：億円〔単位未満切捨て〕 

2022年3月期 2021年3月期
見通し 実績

3,143 1,827 ＋1,316

　料金収入 1,708 1,601 ＋107

　道路資産完成高 1,434 225 ＋1,209

　その他売上 - 0 ▲ 0

86 90 ▲ 3

3,230 1,917 ＋1,312

3,138 1,847 ＋1,291

　道路資産賃借料 1,242 1,200 ＋41

　道路資産完成原価 1,434 225 ＋1,209

　管理費用 461 421 ＋40

83 86 ▲ 2

3,222 1,933 ＋1,288

4 ▲ 20 ＋24

3 3 ▲ 0

7 ▲ 16 ＋24

2 ▲ 10 ＋12

2 ▲ 10 ＋13

1 ▲ 0 ＋1

1 ▲ 10 ＋11

区　　　　　分 増減

営
業
収
益

高速道路事業

関連事業

　経　常　利　益

　当　期　純　利　益

営
業
費
用

高速道路事業

関連事業

営
業
利
益

高速道路事業

関連事業

　税引前当期純利益

　法　人　税　等

個別業績の見通し

営業収益は、3,230億円
（前年実績比1,312億円増）
営業利益は、7億円
（前年実績は営業損失16億円）
当期純利益は、1億円
（前年実績は当期純損失10億円）
となる見通しです。

なお、見通し額は国土交通大臣から
認可を受けた令和3年度（2021年度）
事業計画に基づいています。

（注）2022年3月期の業績見通しには、
不確定な要因を含んでおり、将来の
業績等を保証するものではありません。
実際の業績等については、様々な
要因により変化するものであることを
ご承知おき下さい。
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2022年3月期 個別業績の見通し



阪神高速道路㈱

阪神高速サービス㈱

阪神高速パトロール㈱

【交通管理】

阪神高速トール大阪㈱

【料金収受】

【関連事業】

（休憩所・駐車場・集客施設運営等）

阪神高速トール神戸㈱

（2021年3月31日時点）

阪神高速技術㈱

【保全点検・維持修繕】

内外構造㈱

㈱情報技術

㈱テクノ阪神

㈱ハイウエイ管制

阪神施設調査㈱

阪高プロジェクトサポート㈱

（事業者支援コンサルティング事業）
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グループ経営体制

【調査・設計・積算等】

阪神高速技研㈱

㈱阪神ｅテック

（非連結子会社）
はんしんどぼくぎじゅつしじゅんしゃんはいゆうげんこうし

阪申土木技術諮詢（上海）有限公司

※ 2021年2月に関連会社である阪神施設工業㈱との資本関係を解消しております。
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2020年度の主なトピックス
１．ミッシングリンク解消に向けたネットワーク整備

＊ミッシングリンクの解消に向け、淀川左岸線２期、淀川左岸線延伸部及び大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄）の
整備推進に努めました。

駒栄地区

開削トンネル掘削工の実施状況

開削トンネル土留工の実施状況

海老江地区

障害物撤去工の実施状況

豊崎地区
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＊お客さまに最高の安全と安心を提供するため、構造物の長寿命化に向けた高速道路リニューアルプロジェクト
（大規模更新・修繕事業）を推進しました。

【大規模更新事業】15号堺線湊町付近及び３号神戸線湊川付近について、工事の本格実施に向けて事業を推進しました。
【大規模修繕事業】１号環状線南行において終日通行止めによるリニューアル工事を実施しました。

〔12号守口線における床版取替工事実施例〕

2020年度の主なトピックス
２．高速道路リニューアルプロジェクトによる長寿命化の推進

1号環状線リニューアル工事対象区間

床版取替工事完了後

〇 本線部において初めてのコンクリート床版取替
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＊お客さまにもっと“安全・安心・快適”を実感し、ご満足いただくための様々な施策の取り組みをまとめた
『お客さま満足アッププラン』を継続的に実施することで、ますますのお客さま満足の向上に努めました。

2020年度の主なトピックス
３．お客さま満足向上の取り組み

〇４号湾岸線（北行）高石パーキングエリアをオープン

お客さまから、PA設置のご要望をいただいており、
不要となった本線料金所の跡地を活用し、新たなPAを整備

〔パーキングエリアの整備〕 〔道路案内の分かりやすさの向上〕

〇 1号環状線の本線分岐を分かりやすく：

分岐側路線のルートマーク色を反転（環状線と区別しやすく）

分岐方面に向かう車線を下向き矢印で表示
（走行中車線の方面を分かりやすく）

方面案内のわかりやすさを重視した標識レイアウトの例

4号湾岸線（北行）
高石PA

自販機コンビニも配備



＊阪神高速グループにおいてこれまで培ってきた技術・ノウハウを活用し、周辺の自動車専用道路等の一体的管
理、構造物点検、補修業務や海外事業を含む技術・補償コンサルティング事業を受託しています。

＊高架下等の道路空間や保有する資産を有効に活用し、社会のニーズに応えるため、休憩所事業、駐車場事業、
不動産事業等を積極的に展開しています。

〔周辺の自動車専用道路等の一体的管理受託〕

-11-

2020年度の主なトピックス
４．関連事業の展開

〔高速道路の維持管理等の技術・ノウハウを活かした事業展開〕

〔道路空間や資産の有効活用〕〔休憩所事業の展開〕

〇 大阪港咲洲トンネル・夢咲トンネル（大阪市）の管理運営を受託

〇 地方公共団体が管理する道路橋等の耐震補強設計業務や点検業務を
受注

〇 道路や鉄道など公共インフラの用地取得支援業務を地方公共団体等か
ら受託
⇒ 2020年度は、新たな用地取得支援業務に着手

〇 駐車場事業：高架下等の約300箇所で月極・時間貸駐車場を展開
⇒ 2020年度は、新たに道路区域内外7箇所で駐車場をオープン

〇 不動産事業：賃貸住宅事業や事業用定期借地等を展開
⇒ 2020年度は、新たに2箇所で賃貸住宅事業を開始

〇 中島PA、泉大津PA（陸側）の2箇所において、阪神高速のPAでは初めて
となるコンビニエンスストアをオープン

〔海外事業の展開〕

〇 アジア、アフリカを中心にJICA等からの国際コンサルティング業務を実施
⇒ 2020年度は、新たに3案件を受注

中島PA 泉大津PA（陸側）

リラサーレ甲子園九番町 アップコート喜連東
（サービス付き高齢者向け住宅）



【お問い合わせ】

経理部経理課

〒530-0005 大阪市北区中之島3-2-4 中之島フェスティバルタワー・ウエスト
TEL: 06-6203-8888㈹
FAX: 06-6203-8313
URL:  https://www.hanshin-exp.co.jp

本資料には将来の予測や見通しに関する記述が含まれておりますが、こうした記述は将来の
業績等を保証するものではありません。将来の業績等は経営環境の変化などにより、目標と
異なる可能性があることにご留意下さい。


